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は じめ に

当施 設 は、 健 康 増 進 施 設 と して安 全 で効 果 的

な 健 康 づ く りの 支援 の た め に健 康 度 チ ェ ック を

実 施 して い る。定 期 的 な運 動 参 加 者 は年 に 1回 、

また 自分 の体 力 を知 りた い 方や 事 業所 の定 期 健

康 診 断 と して の利 用 が あ る。    、

健 康 度 チ ェ ッ ク システ ム は 、 メデ ィカル チ ェ

ック ・ライ フ ス タ イル ・体 力測 定 ・栄 養 の 各 分

野 を一 人 の情 報 と して蓄 積 し活 用す るた め に 、

東 海 大 学 医 学 部 基 礎 医 学 系 大 櫛 教 授 と共 同 で

開発 した 。 先行 して いた健 診 シス テ ム 【メデ ィ

カ ル チ ェ ッ ク】 【ラ イ フ ス タ イ ル 】 に 、 【体 カ

測 定 】 【栄 養 】 を追 加 して 現 在 の 形 にな り、 平

成 15年 度 か ら使 用 して い る。 そ れ によ り、受

診 者 は 自分 の 状 態 を客 観 的 デ ー タで 、 また経 年

的 に知 る 事 が で き、指 導 者 は 、 よ り対 象 に 合 わ

せ た 支援 や 集 団 と して の特 性 を把 握 した 上で の

支援 が 可能 とな った ので こ こに報 告 す る。

内 容

① 健康度 チ ェ ックの流れ (図 1)

受診 者は、 予め問診票 を記入す る。そ の後 、

メデ ィカルチ ェ ックと体 力測定 を受 ける。 スタ

ッフがそれ らのデー タを システム に入 力 し、 出

て きた結果 に基づ き、各分野 ごとに トレーナー 、

管理栄養 士、看護職が受診者 に助 言を行 う。

②健康度チェックシステムの活用

健 康 度 チ ェ ッ ク シス テ ム に は 、 ライ フス タイ

ル や 既 往 歴 等 の入 力 、結 果 の 出 力 、保 健 指 導 画

面、紹 介 状 の発 行 、精検 未 受 診 者 フ ォ ロー ア ッ

プ、集 計 等 の機 能 が あ る。

健 康 度 チ ェ ック の際 に は 、栄 養 ・ライ フス タ

イ ル の 問診 票や メデ ィカル チ ェ ッ ク ・体 力測 定

結 果 を システ ム に入 力す る。 そ の後 の活 用 を個

人 と集 団別 に以 下 に示す 。

個 人)① 個 人結果票の発行

aメ デ ィカルチ ェ ック結果通知書

(項 目 :図 1◎ )

b健 康 ,体 力 ・栄養評価表 (図 2)

→ 2年 分 の結果 を比較 して 見 る ことが

で きる。更 に bは 、 レー ダーチ ャー ト

で の比較 も可能である。

②経年結果 の時系列 グラフ化 (図 3)

→指導時 に、蓄積 され たデー タを時 系

列 グ ラフ化 し、傾 向 を見た リライ フス

タイル と併せて振 り返 りをす る ことが

で きる。

③ 要精 密検 査者の紹 介状 と医療機 関未受

診者 リス トの発行

集団)① 結果の一覧の出力と表示

→報告業務の簡略化が図れる

②集計機能

( 平均 値 ・ク ロス集 計 ・上限 、下限 値 、標 準 偏 差 等 )

→そ の集 団 の傾 向 を見 る

ま とめ ・終 わ りに

健 康 度 チ ェ ッ クは、 メデ ィカル チ ェ ッ ク ・ラ

イ フス タ イル ・体 力測 定 ・栄 養 につ いて の総 合

的 な 結 果 が 得 られ る ことで 、受 診 者 自身 の 生活

の 振 り返 りや 健 康 づ く りの方 法 を考 え る きか っ

け とな って い る。 そ の た め 、基 本 健 康 診 査 後 の

生活 習慣 改 善 を 目的 と した 事後 指 導 に も利 用 さ

れ て い る。

また 、健 康 度 チ ェ ック システ ム を活 用 し、 平

成 14～ 1 6年 度 に健 康 度 チ ェ ッ ク を受 診 した

男 性 24 2名 ・女 性 95 8名 の体 力 を全 国 平均

と比較 した と ころ 、男 女 共 最 大 酸 素摂 取 量 を除

く全 て の項 目にお いて 全 国 平均 を 下 回 る傾 向が

見 られ た。

今 後 も、個 人 の健康 づ く りを総 合 的 に支 援 し

な が ら健 康 増 進 を進 め る と と もに 、蓄 積 され た

デ ー タ の更 な る分 析 の他 、集 団へ の 支援 を充実

させ 、 地域 の 健 康 増 進 に寄 与 して い きた い。
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【体カレーターチヤート】 筋 ヵ

筋 カ 握カ 28.6 29.9(3) 29.4 (3)

嫌発カ 窒直飛び           Cm 30.4 27 (2) 2S (2)

レッグパワー ＼ 195(Ⅲ )

覇持久カ 上体起こし         回 11.8 5 (2) 3 (1)

敏捷性 全身反応時間        秘 0.490 0,434(3) 0.479(3)

平衡性 現眼片足立ち        秘 15 (2) 5 (2)

璃眼片足立ち(65歳～)    秘 ＼

柔軟性 長座体前屈 13.2 14 (3) 13 (3)

全身持久力 隆定最大酸素摂取■  m1/kゴ 分 25.8 26.3(3) 22.5(2)

全身持入力

平衡竹

【運動プログラム】
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【ヨメント】

体 力純合

【あなたの体力辞価】        ● 一今回O… 前回

あ な ん の 体 力 は   平 均 的 で す    |

あ な た の 体 力 年 4 8 4 は  s a  才 で すゃ

(  塞 = 8 ,  上 = 7 0  全 1 4 3 ~■■1●8  曇 . oこ 最 . 4 6  )

あ な たの 日裸 心 ね被 け最 大駐 葉 張 取 鱒 の

6 S   ｀   6 6   % で  1 2 る  拍 A   1 3 ヶ  , 白で す

R P侵(章観的通駒強度)は 架 である ( 1 2 ルヽ やや さつい r 1 3 ) 4 自々 に懇
助 じす しよう

ウォーキ ング ・水中ウォーキ ング ・サイクリングな どの有酸 未速動 を行 いま しょう. 】 よ筋は、か らだの中心 (体幹)を お成する筋肉で、姿勢
の安定や腰病定 と深 い関係が あ ります.腹 筋逮めを行 いま しょう。

【栄奏 レーターチャート】 ェ,ルギー

エネルギー  koal 1500 1488.2 2126.1

ヒんぼく質

博質 81.0

茂水化物 201.1 248.6

カルシウム   研 1 815.1 768 0

凍

餞物繊維

堂塩 7
カルシウム

●―キー今回 O一 ☆… 前回

生活活動強度 |(軽 い) |(軽 い)

運動経日 1 ),キンダ (遠歩 やらなt

頻 度    回 /逆

時 間     分

運動FE目 2

頻 度    回 /週

時 間     分

運動程目 3

頻 度    回 /週

時 間     分

運動消費カロリー  Kca1/日

通動や買い物手段 1 自転Ⅲ 自動車

時間 分

消費カロリー    Xca1/日

開食 回/週

食事回数       回 /日

夕食時刻      時 :分 18:3( 18:30

町食 ・夜食      回 /週

本食 回/運

木眠時刻      時 :, 22:30 23:00


